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「み
た
ま
の
ふ
ゆ
」
と
は
、
私
共
が
常
に
蒙
り
い
た
だ
い
て
ゐ

る
大
神
様
の
恩
徳
、
加
護
、
御
神
威
を
尊
称
し
た
言
葉
で
す
。
人

間
は
自
分
ひ
と
り
の
力
で
生
き
て
ゐ
る
の
で
は
な
く
、
つ
ね
に
「み

た
ま
の
ふ
ゆ
」
を
い
た
だ
い
て
、
生
か
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
す
。

平
成
二
十
九
年
祭
事
暦

◎
　
一
月
　
一
日
　
歳
旦
祭

鶏
鳴
神
事

◎
　
一二
月
二
〇
日
　
春
季
大
祭

祈
年
祭

・
合
祀
神
例
祭

◎
　
五
月

一
五
日
　
例
大
祭

神
社
本
廉
献
幣
使
参
向

琵
琶
島
弁
天
社

へ
神
輿
渡
御

◎
　
四
月
二
九
日
　
昭
和
祭

◎
　
ュハ
月
三
〇
日
　
大
祓
式

◎

大
祓
人
形
納
め

・
茅
の
輪
神
事

七
月
　
九
日
　
天
王
祭
出
御
祭

本
社
神
輿
御
霊
入

。
宮
出
渡
御

七
月

一
一
日
　
一一一つ
目
神
楽

無
形
文
化
財
湯
立
て
神
楽

七
月

一
六
日
　
天
王
祭
巡
幸
祭

天
王
神
輿
町
内
巡
幸

◎◎◎
　
七
月
二
三
日
　
手
子
神
社
例
祭

◎
　
九
月
　
一
日
　
浅
間
神
社
例
祭

◎
　
九
月

一
七
日
　
熊
野
神
社
例
祭

無
形
文
化
財
湯
立
て
神
楽

◎

一
〇
月

一
五
日
　
手
子
神
社
秋
祭

無
形
文
化
財
湯
立
て
神
楽

◎

一
一
月
二
三
日
　
秋
季
大
祭

新
嘗
祭

◎

一
二
月
　
八
日
　
歳
の
市

開
運
熊
手
授
与

◎

一
二
月
二
三
日
　
天
曇
祭

◎

一
二
月
三

一
日
　
大
祓
式

大
祓
人
形
納
め

・
古
札
焼
納
式

◎
　
毎
月
　
一
日
　
月
次
祭

一
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月
次
祭
と
神
道
講
話

瀬
戸
神
社
で
は
、
毎
月

一
日
に

「月

次
祭
」
（
つ
き
な
み
さ
い
）
を
執
行
し

て
を
り
ま
す
。
時
刻
は
午
前
八
時
三

十
分
か
ら
で
、
祭
典
後
に
は
宮
司
が

毎
回
神
道
講
話
を
い
た
ま
す
。
講
話

の
概
要
は

「月
次
の
し
を
り
」
に
印

刷
し
て
参
拝

の
皆
様
に
お
頒
ち
し
て

を
り
ま
す
。

九
月
～
十

一
月
の
し
を
り
を
再
掲

し
ま
す

の
で
、
お
目
通
し
下
さ
れ
、

是
非
、
月
次
祭
に
ご
参
列
下
さ
い
。

ご
参
列
の
方
に
は
月
ご
と
に
色
の

変
は
る

「
月
次
御
幣
」
を
授
与

い
た

し
ま
す
。

な
ほ
、
新
年
は

一
月
二
日
に
元
始

祭
と
し
て
執
行
に
な
り
ま
す
。

●
囲
□
回
□
日
団

「心
は
神
明
の
御
舎
」
含
ヒ
」
ろ
は
じ

ん
め
い
の
み
あ
ら
か
）

江
戸
時
代

の
伊
勢
神
道

の
学
者
と

し
て
知
ら
れ
る
度
会
延
佳
の

「中
臣

祓
瑞
穂
砂
」
の
中
に
記
さ
れ
る
こ
と

ば
で
す
。
伊
勢
神
道

の
根
本
紳
典
と

さ
れ
る
五
部
書

の
ひ
と

つ

「宝
基
本

毎
月

一
日
の
朝
八
時
三
十
分
　
が
」参
列
く
だ
さ
い

紀
」
に
は

「
心
は
乃
ち
神
明

の
主
」

と
表
現
さ
れ
て
を
り
ま
す
。
人
は
だ

れ
で
も
神

の
分
身
を
自
分
の
中
に
宿

し
て
を
り
、
そ
れ
が
こ
こ
ろ
で
あ
る

と
い
ふ
認
識
で
す
。
ま
た
そ
れ
が
正

直
の
根
源
で
も
あ
り
ま
す
。
「
こ
こ
ろ
」

と
い
ふ
存
在
に

「
か
み
」

の
は
た
ら

き
を
感
じ
取
り
、
「
ひ
と
」
す
な
は
ち

「自
分
」
の
存
在
意
義
を
思
索
し
た

こ
と
ば
で
あ
り
ま
せ
う
。
西
洋

の
哲

学
に
比
較
す
れ
ば
、
ョ
ロ
お
も
ふ
ゆ
ゑ

に
吾
あ
り
」
に
も
ど
こ
か
通
ず
る
も

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
「
か
み
」
と

「
ひ
と
」
と
が
ひ
と

つ
の
霊
性
を
共

有
し
て
ゐ
る
感
覚
は
、　
一
神
教

の
観

念
と
は
相
違
し
て
を
り
ま
せ
う
。
伊

勢
神
道
は
鎌
倉
時
代
に
盛
ん
に
な

っ

た
神
道
説
で
、
地
方

の
武
士
に
も
伊

勢
信
仰
が
広
ま
り
ま
し
た
。
江
戸
時

代

の
度
会
延
佳
以
降
は
、
町
人
庶
民

に
も
広
ま
り
ま
し
た
。
ま
た
山
崎
闇

斎
な
ど
儒
学
者

の
神
道
説
に
も
取
り

入
れ
ら
れ
ま
し
た
。
闇
斎
は

「神
前

に
参
れ
ば
、
も
は
や
向
か
う
に
神
は

御
座
な
さ
れ
ぬ
。
則
ち
こ
の
身
に
御

）
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朝
比
奈
町
鎮
座

熊

野

神

社

社
伝
に
よ
れ
ば
、
鎌
倉
に
幕
府
を
開
い

た
源
頼
朝
が
、
そ
の
東
北
の
守
り
と
し
て

熊
野
三
社
を
こ
こ
に
勧
請
し
た
も
の
と
い

ひ
ま
す
。
仁
治
二
年

（
一
二
四

一
）、
鎌

倉
幕
府
は
朝
比
奈
切
通
し
の
開
整
に
全
力

を
挙
げ
、
執
権
北
條
泰
時
は
自
ら
現
場
に

臨
ん
で
工
事
を
指
揮
し
ま
し
た
。
社
殿
の

建
立
も
こ
の
頃
行
は
れ
た
こ
と
で
せ
，２

そ
の
後
、
元
禄
八
年

（
一
六
九
五
）、

地
頭
加
藤
太
郎
左
衛
門
尉
良
勝
が
神
殿
を

再
建
し
て
か
ら
、
里
人
の
崇
敬
を
集
め
、

相
模
国
鎌
倉
郡
峠
村
の
鎮
守
と
し
て
崇
敬

さ
れ
て
き
ま
し
た
。
安
永
及
び
嘉
永
年
間

に
は
再
度
の
修
築
も
行
は
れ
て
、
明
治
六

年
村
社
に
列
し
ま
し
た
。

昭
和
五
十
二
年
、
氏
子

一
同
の
熱
意
を

結
集
し
て
、
入
母
屋
造
、
総
檜
ヽ
銅
板
葺

き
の
本
殿
を
完
成
し
、
さ
ら
に
平
成
御
大

典
記
念
事
業
と
し
て
新
た
な
拝
殿
を
建
築

竣
功
し
て
今
日
に
至
つ
て
ゐ
ま
す
。

御
祭
神
は
速
玉
男
命
、
伊
邪
那
岐
命
、

伊
邪
那
美
命
の
三
柱
で
す
。

例
祭
日
は
九
月
十
七
日
で
、
昔
な
が
ら

の
古
式
に
の
つ
と
つ
た
湯
立
神
楽
が
今
も

続
け
ら
れ
て
ゐ
ま
す
。

谷
津
町
鎮
座

浅

間

神

社

谷
津
の
町
の
鎮
守
と
し
て
古
来
崇
敬
さ

れ
て
き
ま
し
た
。
伝
説
で
は
御
堂
関
白
太

政
大
臣
藤
原
道
長
が
当
地
に
来
遊
し
、
能

見
堂
か
ら
金
沢
の
景
勝
を
鑑
賞
し
た
と
き

に
、
正
面
の
目
の
下
に
あ
る
こ
ん
も
り
と

し
た
山
を
塗
桶
山
と
名
付
け
、
そ
こ
に
浅

間
大
神
を
勧
請
し
た
と
い
は
れ
ま
す
。
道

長
の
来
訪
は
史
実
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、創
建
の
詳
細
な
時
期
は
不
明
で
す
が
、

富
士
山
信
仰
が
関
東

一
円
に
広
ま
っ
た
中

で
当
地
に
も
勧
請
さ
れ
た
も
の
で
せ
ン２

ご
祭
神
は
富
士
山
の
浅
聞
神
社
と
同
じ
木

花
之
佐
久
夜
毘
賣
命
で
す
。
特
に
安
産
の

御
利
益
が
あ
り
婦
人
の
崇
敬
が
篤
か
つ
た

と
伝
へ
ま
す
。
御
祭
神
が
天
孫
竣
覆
杵
尊

の
御
后
と
な
り
、
御
子
神
等
を
出
産
さ
れ

た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
せ
”ス

祭
礼
は
六
月

一
日
の
開
山
祭
と
九
月

一

日
の
例
祭
。
例
祭

（近
く
の
土
日
曜
）
に

は
谷
津

。
東
谷
津

・
泥
亀
の
各
町
内
で
神

輿
の
巡
幸
そ
の
他
の
に
ぎ
や
か
な
行
事
が

営
ま
れ
ま
す
。
寛
正
四
年

（
一
四
六
三
）

西
山
松
眠
と
い
ふ
医
師
が
神
餃
田
を
奉

納
、
以
来
、
例
祭
に
は
赤
飯
を
お
供
へ
し
、

お
下
が
り
は
崇
敬
者
婦
人
が
分
け
あ
つ
た

と
い
ふ
こ
と
で
す
。
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座
な
さ
る
る
。
」
と
言

つ
て
を
り
ま
す
。

「
こ
こ
ろ
」
の
大
切
さ
だ
け
で
な
く
、

神
性
の
故
に
こ
そ
、
「
ひ
と
」
の
あ
る

べ
き
姿
、
尊
厳
と
使
命
、
コ
コ
）ろ
ざ

し
」
の
大
切
さ
も
説
か
れ
ま
し
た
。

●
■
日
閑
Ｈ
開
口
凹

「
五
色
綱
」
０
」
し
き
の
き
ぬ
）

神
社
の
御
神
前
に
は
さ
ま
ざ
ま
な

威
儀
物
が
奉
安
さ
れ
て
を
り
ま
す
。

そ
こ
に
盾
や
矛
と
な
ら
ん
で
真
榊
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
は
左
右
に
鏡
と

玉
、
剣
と
と
も
に
五
色
絹
が
掛
け
ら

れ
る
の
が
普
通
で
す
。

こ
の
五
色
は

「青

・
黄

。
赤

・
白

・
紫
」
の
絹
が

こ
の
順
に
重
ね
ら
れ
て
ゐ
る
の
が
慣

例
で
す
。

こ
の
五
色
は
大
陸

の
五
行

の
考

へ
に
起
源
が
あ
り
ま
せ
う
。
五

行
で
は

「木

・
火

。
土

。
金

。
水
」

が
基
本
の
元
素
で
こ
れ
が
循
環
し
て

ゐ
ま
す
。
そ
し
て
こ
の
五
行
を
表
す

色
が

「青

。
赤

。
黄

。
自

・
黒
」
と

さ
れ
ま
す
。
わ
が
國
の
風
習
で
は
、

赤
と
黄

の
順
序
が
入
れ
替
は
り
、
黒

の
意
で
紫
が
使
用
さ
れ
る
の
が
慣
ら

は
し
と
な

っ
て
ゐ
ま
す
。

こ
の
五
行
の
五
色
は
、
方
位
で
は

青
が
東
、
赤
が
南
、
自
が
西
、
黒
が

北
で
、
そ
れ
ぞ
れ

「青
龍

・
朱
雀

・

白
虎

・
玄
武
」

の
四
神
が
方
位

の
守

）

護
神
で
、
黄
は
中
央

の
色
と
さ
れ
ま

す
。
ま
た
季
節

（暦
）
で
は
春
が
木

（青
）
、
夏
が
火

（赤
）
、
秋
が
金

（自
）
、

冬
が
水

（黒
）
と
な
り
ま
す
が
、
土

（黄
）
は
四
分
割
し
て
各
季
節

の
合

間
に
振
り
分
け
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
が

土
用
で
す
。
夏

の
土
用
だ
け
が
鰻
を

食

べ
る
日
と
し
て
話
題
に
な
る
こ
と

が
多

い
の
で
す
が
、
秋

・
冬

・
春

の

土
用
も
あ
り
ま
す
。
十
月
二
十
日
が

土
用
の
入
り
で
十

一
月
八
日
の
立
冬

の
前
日
ま
で
が
土
用
で
す
。

●
■
■
■
四
Ｄ
■
■
口
凹

「信
備
」
（し
ん
い
）

本
年
八
月
に
、
天
皇
陛
下
に
は
お

こ
と
ば
を
テ
レ
ビ
を
通
し
て
仰
せ
に

な
ら
れ
ま
し
た
。
　
そ
の
中
で

「私
は

こ
れ
ま
で
天
皇

の
務
め
と
し
て
、
何

よ
り
も
ま
ず
国
民
の
安
寧
と
幸
せ
を

祈
る
こ
と
を
大
切
に
考
え
て
来
ま
し

た
」
と
お

つ
し
や

つ
て
を
ら
れ
ま
す
。

今
月
は
新
嘗
祭
で
す
が
、
こ
の
お
祭

が
単
な
る
豊
作
感
謝
で
な
い
こ
と
が

こ
の
お
こ
と
ば
か
ら
も
知
ら
れ
ま
せ

う
。
さ
ら
に

「我
が
国
に
お
け
る
多

く
の
喜
び
の
時
、
ま
た
悲
し
み
の
時

を
、
人

々
と
共
に
過
ご
し
て
来
ま
し

た
。
」
「人
々
の
傍
ら
に
立
ち
、
そ
の

声
に
耳
を
傾
け
、
思
い
に
寄
り
添
う

）

こ
と
も
大
切
な
こ
と
と
考
え
て
来
ま

し
た
。
」
と
も
仰
せ
で
す
。
こ
の
お
こ

と
ば
は
、
昭
和
天
皇
の
終
戦

の
詔
に

「朕
は
姦
に
国
体
を
護
持
し
得
て
、

忠
良
な
る
爾
臣
民
の
赤
誠
に
信
侍
し
、

常
に
爾
臣
民
と
共
に
在
あ
り
」
と
あ

る
の
と
内
容
的
に
ま

っ
た
く
相
違
は

な
い
も
の
と
存
じ
ま
す
。
漢
文
調
で

「信
侍
」
と
い
ふ
の
は
、

国
語
調
で

は

「思
ひ
に
寄
り
添
ふ
」
と
い
ふ
こ

と
で
せ
う
。

し
か
し
陛
下
が

「思
ひ
に
寄
り
添
」

つ
て
い
た
だ
け
る
と
い
ふ
こ
と
は
、

私
た
ち
も
そ
の

「
お
ほ
み
こ
こ
ろ
」

に
よ
り
深
く
お
こ
た

へ
し
な
く
て
は

な
ら
ぬ
と
い
ふ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

陛
下
は

「地
域
を
愛
し
、
そ
の
共

同
体
を
地
道
に
支
え
る
市
井
の
人
々

の
あ
る
こ
と
」
の
認
識
が

「国
民
を

思
い
、
国
民
の
た
め
に
祈
る
と
い
う

務
め
を
、
人

々

へ
の
深
い
信
頼
と
敬

愛
を
も

つ
て
な
し
得
た
」
と
も
お
ほ

せ
で
す
。
恐
れ
多

い
こ
と
で
す
が
、

市
井

の
中
で
の
地
道
な
努
め
が

「お

ほ
み
こ
こ
ろ
」
を
安
ん
ず
る
根
本
に

あ
る
こ
と
を
知
る
べ
き
で
あ
り
ま
せ

う
。
そ
し
て
陛
下
も
国
民
も

一
体
と

な

っ
た
相
互
の

「信
侍
」
に
こ
そ
わ

が
國
の
と
こ
し

へ
の
安
寧

の
基
が
あ

る
も
の
と
存
じ
ま
す
。

釜
利
谷
町
鎮
座

手

子

神

社

釜
利
谷
町
総
鎮
守
の
手
子
神
社
は
、

こ
の
地
の
領
主
伊
丹
左
京
亮
が
、

（
一
四
七
三
）
瀬
戸
神
社

谷
の
地
に
お
ま
つ
り
し
た
も
の
で
す
。

延
宝
七
年

（
Ｉ
ハ
人
○
）、
伊
丹
氏
の
子
孫

三
河
守
昌
家
の
子
で
、
江
戸
浅
草
寺
の
智
楽

院
忠
蓮
僧
正
が
、
現
在
地
に
遷
祀
し
て
以
来
、

釜
利
谷

一
郷
の
総
鎮
守
と
し
て
信
仰
を
あ
つ

め
て
来
ま
し
た
。

明
治
六
年
村
社
に
列
格
、
大
正
十
二
年
の

大
震
災
で
倒
壊
し
ま
し
た
が
、
同
十
五
年
再

建
し
、
昭
和
四
十
五
年
に
は
御
屋
根
も
総
銅

板
葺
き
に
改
修
し
、　
一
段
と
御
神
威
を
加

ヘ

ま
し
た
。

御
祭
神
は
瀬
戸
神
社
と
同
じ
く
大
山
祗
命
、

例
祭
日
は
七
月
十
七
日

（現
在
は
そ
の
後
の

日
曜
日
）
で
す
が
、
十
月
十
五
日

（前
後
の

日
曜
日
）
の
秋
祭
り
に
は
、
古
式
豊
か
な
湯

立
神
楽
が
昔
な
が
ら
の
伝
統
を
守
つ
て
行
は

れ
ま
す
。

境
内
の
洞
窟
に
お
祀
す
る
竹
生
島
弁
才
天

は
、
金
沢
人
景
の
ひ
と
つ

「小
泉
の
夜
雨
」

の
中
心
地
に
あ
つ
た
も
の
で
、
厄
除
け
、
開

運
の
福
神
と
し
て
信
仰
さ
れ
て
ゐ
ま
す
。
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瀬
戸
神
社
略
縁
起

大
土Ｒ

今
の
泥
亀
町
、
大
川
町
、
釜
利
谷
町
少
泉
の
あ
た
り
ま
で
海
が
入
り
こ
み
、
柳

町
や
六
浦
町
の
塩
場
、
南
六
浦
、
内
川
町
内
も
す
べ
て
海
で
し
た
。
そ
し
て
洲
崎
と
瀬
戸

の
間
は
、
潮
の
千
満
時
に
は
急
流
が
渦
を
巻
き
、
容
易
に
渡
れ
ぬ
難
所
で
し
た
。
古
代
入

が
こ
こ
に
海
神
を
祀
っ
た
の
が
瀬
戸
神
社
の
起
原
で
、
今
か
ら
千
五
百
年
以
上
も
前

（古

墳
時
代
）
の
こ
と
で
す
。

治
承
四
年

（
一
一
人
○
）
鎌
倉
に
入
っ
た
源
頼
朝
が
、
日
頃
崇
敬
す
る
伊
豆
三
島
明
神

を
こ
の
霊
域
に
遷
祀
し
て
か
ら
は
、
六
浦
港
の
守
り
神

「瀬
戸
三
島
大
明
神
」
と
し
て
鎌

倉
幕
府
を
は
じ
め
上
下
の
尊
信
を
あ
つ
め
、
そ
の
後
、
足
利
氏
、
小
田
原
北
条
氏
の
崇
敬

も
篤
く
、
江
戸
時
代
に
は
名
勝
金
沢
八
景
の
中
心
に
あ
っ
て
、
百
石
の
社
領
を
有
す
る
大

社
と
し
て
、
江
戸
の
町
民
の
間
に
ま
で
信
仰
者
が
ひ
ろ
が
り
ま
し
た
。

明
治
六
年
郷
社
に
列
格
、
戦
後
は
宗
教
法
人
と
な
り
神
奈
川
県
神
社
鷹
献
幣
使
参
向
神

社
に
指
定
。
現
在
の
社
殿
は
寛
政
十
二
年
の
建
造
で
、
昭
和
四
年
の
屋
根
を
銅
葺
き
に
改

め
、
平
成
二
十
四
年
に
は
御
屋
根
替
へ
と
修
増
築
の
御
修
撻
］事
業
が
行
は
れ
ま
し
た
。

御
　
祭
　
神

大
山
祗

（
お
ほ
や
ま

つ
み
）
の
命

伊
豆
国
三
島
大
社
、
伊
予
国
大
三
島
の
大
山
祗
神
社
の
御
祭
神
と
同
じ
海
上
交
通
の
神

で
あ
る
と
同
時
に
、
水
源
地
を
司
る
山
の
神
で
あ
り
、
金
属
＾
岩
石
、
木
材
な
ど
の
建
築

資
材
や
、
森
林
、
鳥
獣
に
至
る
ま
で
、　
一
切
の
生
活
資
源
は
、
こ
の
大
神
の
恩
徳
に
よ
る

も
の
で
す
。

天
孫
瑣
瑣
杵
尊
の
観
清
と
な
ら
れ
た
木
花
咲
耶
姫
の
御
父
神
に
あ
ら
れ
ま
す
。

須
佐
之
男

（す
さ
の
を
）
の
命

配
祀
の
神
の
須
佐
之
男
命
は
、
天
照
大
神
の
御
弟
神
で
、
八
俣
の
大
蛇
を
退
治
さ
れ
た

神
話
は
有
名
で
す
。
自
然
界
、
人
間
界
の
罪
け
が
れ
や
悪
者
を
追
ひ
祓
ひ
、
人
々
の
苦
し

み
を
除
い
て
お
守
り
く
だ
さ
る
神
様
で
、
別
名
を

「天
王
さ
ま
」
と
仰
が
れ
て
ゐ
ま
す
。

七
月
の
天
王
祭
り
に
は
大
神
輿
で
氏
子
町
内
を
く
ま
な
く
御
巡
り
に
な
り
ま
す
。

菅
原
朝
臣
道
真
公

天
満
大
自
在
天
神
と
も
尊
称
し
、　
一
般
に
は

「天
神
さ
ま
」
と
親
し
ま
れ
て
呼
ば
れ
ま

す
。
書
道
、
学
問
、
詩
文
、
和
歌
に
秀
で
て
を
ら
れ
た
だ
け
で
な
く
、
至
誠
、
尽
忠
、
孝

道
、
正
義
ヽ
国
家
鎮
護
の
神
さ
ま
で
も
い
ら
つ
し
や
い
ま
す
。

「青
麻
社
」
に
つ
い
て

境
内
末
社
の
「左
末
社
二
右
末
社
」

に
つ
い
て
は
、
前
号

「
み
た
ま
の
ふ

ゆ
」
（五
月
十
五
日
号
）
で
説
明
し
ま

し
た
の
で
、
今
回
は

「青
麻
社
」
に

つ
い
て
説
明
し
ま
せ
う
。
里
目
麻
」
は

「あ
お
そ
」
と
読
み
ま
す
。

当
社
に
残
る
江
戸
時
代
の
由
緒
版

木
に
は

「青
苧
明
神
」
と
表
記
さ
れ

て
ゐ
て
、
こ
の
青
苧
明
神
の
神
は
、

往
昔
、
三
光
を
祭
る
時
に
青
麻
の
幣

を
捧
げ
て
国
土
の
栄
え
を
祈
る

「三

光
感
応
成
就
」
の
こ
と
を
司

つ
た
と

の
こ
と
で
す
。
三
光
と
は

「
日

・
月

。
星
」
の
こ
と
で
、
神
仏
習
合
で
は

「大
日

・
不
動

。
虚
空
蔵
」
に
当
て

ら
れ
ま
す
。
ア
オ
ソ
は

「か
ら
む
し
」

と
も
呼
ば
れ
る
イ
ラ
ク
サ
科
の
植
物

で
、
古
来
、
麻
と
並
ん
で
繊
維
の
原

料
で
し
た
。
現
代
も
小
千
谷
縮
や
越

後
上
布
な
ど
の
材
料
で
す
。

宮
城
県
仙
台
市
に
青
麻
神
社
が
あ

り
、
そ
こ
の
神
職
の
鈴
木
家

の
古
伝

で
は
、
先
祖
の
穂
積
大
人
が
京
都
か

ら
こ
の
地

へ
来
て
、
青
麻
を
植
え
る

こ
と
を
土
地
の
人
々
に
教
え
、
ま
た

三
光
神
を
奉
齋
し
た
の
が
、
青
麻
神

社
の
始
ま
り
と
し
て
を
り
ま
す
。

こ
の
青
麻
神
社
で
は
、
江
戸
時
代

）

に
な

つ
て
、
義
経
の
従
者
で
あ

っ
た

常
陸
坊
海
尊
が
何
百
歳
に
も
な

つ
て

仙
人
と
な

っ
て
生
き
て
ゐ
た
と
い
ふ

伝
承
が
広
ま
り
、
長
命
中
風
や
酒
の

害
に
御
利
益
あ
り
と
参
詣
者
で
賑
は

っ
た
と
い
ふ
こ
と
で
す
が
、
先
述
の

当
社
の
版
木
由
緒
に
も

「
こ
の
神
、

よ
く
酒
を
嗜
み
給
ふ
。
ゆ
ゑ
に
世
俗

の
よ
く
酒
興
の
程
を
越
す
と
い

へ
ど

も
害
せ
ら
れ
ざ
る
こ
と
奇
妙
、
も

っ

て
病
難
を
避
け
長
寿
の
こ
と
を
祈
り

た
ま
ふ
」
と
の
記
述
が
あ
り
ま
す
。

仙
台
の
青
麻
神
社
に
は
仙
台
藩
侯

は
も
と
よ
り
南
部
藩
、
尾
張
藩
、
土

佐
藩
ほ
か
全
国
的
に
武
家
が
病
気
平

癒
を
し
た
記
録
が
多
数
あ
り
ま
す
。

当
社
境
内
末
社
の
青
麻
社
も
、
や

は
り
江
戸
時
代
に
同
様
の
信
仰
か
ら

造
営
さ
れ
た
も
の
と
推
定
で
き
ま
す

が
、
高
齢
化
の
今
日
に
は
、
酒
害

の

み
な
ら
ず
認
知
症

・
寝
た
き
り
予
防

の
御
利
益
も
あ
る
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

ご
祭
神
は
大
己
貴
命

。
少
名
彦
命

の
二
柱
で
す
。
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